
PiaTreat の精度管理マニュアル

１．はじめに

ＰｉａＴｒｅａｔをご使用頂きまして有り難うございます。

本装置を精度良く安定してご使用頂くために定期的な品質チェックをお奨めします。

２．概 要

本装置の分注機としての精度確認方法についてご説明致します。

高濃度【以下「被検液」という】のグルコース溶液を作成し、これを被検液とし、

ＰｉａＴｒｅａｔで通常の検体希釈を行います。

一方、「被検液」を、ＰｉａＴｒｅａｔで希釈する時の希釈倍率(通常1：100、1：25)で用手法

により正確に希釈します。

これらの操作により作成された各希釈液をグルコース測定装置で測定しその値を比較します。

３．検査法

３－１．用意するもの

グルコース「被検液」の調整

(１)１００倍希釈の場合 ：グルコースを約５ｇとり、５０ｍｌの精製水で溶解する。

(２)２５倍希釈の場合 ：グルコースを約１ｇとり、５０ｍｌの精製水で溶解する。

この溶解液を「被検液」とする。

３－２．操作法

◆用手法による 「被検液」の希釈

「被検液」をＰｉａＴｒｅａｔで希釈した時の希釈倍率で用手法により正確に希釈液

【以下「希釈標準液」という】を作成します。

◆ＰｉａＴｒｅａｔによる 「被検液」の希釈

「被検液」をＰｉａＴｒｅａｔの操作法に従って希釈します。

◆各々の希釈液のグルコース濃度をグルコース測定装置にて測定します。

１．ばらつきの検定

ＰｉａＴｒｅａｔで作成された各希釈液のグルコース濃度の比較を行います。

２．正確度の検定

「希釈標準液」とＰｉａＴｒｅａｔで作成された各希釈液のグルコース濃度の比

較を行います。
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